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国と世界の目標からみる地域の適応策について：
ロッテルダムの場合



国の施策: オランダ気候変動適応戦略



オランダ気候変動適応戦略: 海面上昇による影響



オランダ気候変動適応戦略: 降水量の増加による影響



オランダ気候変動適応戦略: 気温上昇による影響



オランダ気候変動適応戦略: 乾燥による影響



オランダ 気候影響アトラス



1つの目標:
•現在もこれからも、オランダが安全で魅力的な住みやすく働
きやすい国であり続けること ( 2100年, 長期的視点)

2つのゴール:
•今もこれからも安全であること(2050年-2100年)
•乾期でも水がきちんと供給されること

3つの大切なこと:
•団結、柔軟性、持続可能性

災害対策だけでなく、先回りして備え、回避する

オランダ デルタプログラム



オランダ 気候影響アトラス



ストーリー展開



オランダ 気候変動適応ポータルサイト

この情報ポータルサイトは、気候への対策と水に強い計画づくりを支援し、
みなさんの地域での適応をお手伝いします。



ロッテルダムの経験



プロセス



水 = 都市のクオリティ…



あらゆるステークホルダーを巻き込んだ多層的な総合戦略

下水道＋水の広場

堤防＋適応型建築設計

防潮堤＋”タイルの代わりに緑を敷こう“

ポンプによる揚排水＋土手の緑化

堅牢でレジリエント

保護と調和

デルタの機能、小規模プロジェクト

技術と自然

ロッテルダム気候変動変動適応戦略



レジリエントなデルタ都市に向けたロッテルダムの移行計画
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出典：www.naturalstep.org/backcasting

1.目標を念頭に置いて開始する
2.ビジョンから現在を振り返る
3.ビジョンに向かって段階的に進む

自分が望
むビジョン

未来

現在

ロッテルダム アプローチ（10原則）
1.課題を機会に変える
2.付加価値：より良い都市を創設する（総合的）
3.設計方針として水を活用する
4.多くの利益を生むソリューションに投資する
5.責任の共有による長期的ビジョン
6.短期的な行動計画
7.実践を通した学習：後悔のない対策を開始する
8.対象物から地域、都市規模へと拡大
9.４Pに気候レジリエンスを組み込む
10.適応のエコシステムを創設する

ビジョン

•総合的な未来の視
点

•価値としての水

戦略

•統合：すべての
要素

•長期
•分析に基づく

行動計画

•短期
•モニタリング
•後悔なし

実践

•後悔なし
•試験的実践
•地域レベル
•拡大



実装



屋上緑化プログラム：地域社会の参加



地域のために住民と協働した緑化フレームワークとプログラムの構築

+

ZOHO：初の気候変動対策区



気候レジリエントなロッテルダムの展望
様々なタイプの都市地区での気候変動適応の可能性を
表現

市中心部

市中心部近隣の都市地区

郊外

河川域地区

港湾領域

都市港湾

ロッテルダム気候変動変動適応戦略

• どのような対策ができるか？
• 役割を担う重要なステークホルダーは？
• これらの対策で生まれる価値は？
• 利益を得るステークホルダーは？



Hofbogenの緑化 = 作業進行中

郵便局

7 SEASONS DE URBANISTEN

試験的実践からメインストリームへ

水を意識したロッテルダム

DE URBANISTEN



... 海面上昇 － 設計で強じんに...



1:新たな生態環境
2:堆積物の再利用
3:消波
4:水質向上

新しい事業事例

現在 未来

自然とともに構築： グリーン・ソリューション



機会：適応型ウォーターフロント開発



次の段階



課題







目標4：
気候適応型のロッテダム
次に目指すレベル

レジリエントへの目標

ロッテルダム中心部の概観
100万m2に及ぶ持続可能な屋上

「気候とサイバーに強じんな基幹
インフラ」

「小規模ソリューションを市民と
ともに大規模に実践」

「次の段階の統合的アプローチ」



- 洪水の可能性（1:4,000）
対

外部安全規制（1:100,000）

官民共同での実情調査で明らかになった問題
-化学工場の脆弱性？

-許容可能なリスクレベルは？

築堤で囲われておらず洪水の影響を
受ける地域（都市および港湾）

推定される洪水被害は、連鎖効果により
非常に高い





気候変動による影響



インフラの脆弱性

高台への避難

洪水と
エネルギー供給停止



出典：
Fluxenergie



Thank you for your attention!

Contact: kim@climateadaptationservices.com
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